
餉6年「0月27日(日)閥看2時開演12時20分欝濡(入嫌料)

出演校:小山台 西 第三商業 石神井 竹早 両国 千歳 小松川 足立西
文京 新宿 武蔵丘 塁田川 江北 豊多摩 自国 第一商業立川 九段

主催:東京校歌振興会 後援:東京都 杉並区教育委員会



趣

意

東
京
校
歌
祭
は
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
中
学
・
高
等
学
校
の
校
歌
を
歌
い
継
い
で
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

日
本
寮
歌
祭
の
弟
分
と
し
て
の
意
気
込
み
で
、
平
成
五
年
に

「
第
一
回
東
京
旧
制
中
学
校
歌
祭
」
を
日
比
谷
公
会
堂

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

東京校歌祭開会式

東
京
校
歌
祭
は
、
手
作
り
で
行
こ
う
と
参
加
校
の
卒
業
生
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
適
任
者
を
選
び
運
営

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
来
三
十
年
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
秋
に
開
催
し
今
日
に
至
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
歌
は
創
立
時
の
教
育
者
が
中
等
教
育
の
理
念
を
歌
い
込
ん
だ
も
の
や
、
有
名
な

作
詞
作
曲
者
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
旧
制
高
等
学
校
の
寮
生
が
作
詞
し
た
寮
歌
と
は
趣
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
「
寮
歌
」
は
自
分
た
ち
の
思
い
の
発
露
で
す
が
、
「
校
歌
」

は
教
え
の
歌
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

今
年
の
参
加
校
は
十
九
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
「
東
京
校
歌
祭
」

は
母
校
や
各
校
同
窓
会
と
協
調
し
な

が
ら
、
参
加
校
や
若
い
参
加
者
を
更
に
増
や
し
東
京
の
秋
の
風
物
詩
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
現
在
活
動
し
て
い
る
「
神
奈
川
校
歌
祭
」
を
は
じ
め
全
国
に
そ
の
輪
を
広
げ
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
発
展
に
何
と
ぞ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

組
場
令
和
六
年
十
月
二
十
七
日

東
京
校
歌
振
興
会

会
長

杉
本

安
弘



蘭醐′、中重校都、I踊丁門校擁
六
中
校
歌

作
詞

尾
上

柴
舟

作
曲

佐
々
木

英

新
宿
高
校
校
歌

作
詞

安
藤
一
郎

作
曲

清
瀬

供
二

健
児
の
歌

作
詞
・
作
曲

堀
内

敬
一
一
.
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東
西
古
今
た
ぐ
ひ
な
き

聖
き
帝
の
神
つ
宮

伏
し
て
御
前
に
誓
ひ
て
し

同
じ
心
の
千
余
人

み
め
ぐ
み
深
き
御
苑
生
に

続
く
校
舎
の
窓
近
く

木
々
の
翠
を
見
や
り
つ
ゝ

学
ぶ
心
の
活
き
か
な

紫
に
は
ふ
武
蔵
野
の

は
て
に
聾
ゆ
る
富
士
の
ね
の

雪
の
光
を
の
ぞ
み
つ
ゝ

研
く
心
の
高
さ
か
な

仰
ぐ
も
遠
さ
建
国
の

君
と
臣
と
の
雄
心
を

今
も
楯
と
し
剣
と
し

進
み
ゆ
く
て
に
敵
あ
り
や

事
し
も
あ
ら
ば
国
の
た
め

君
の
み
た
め
に
そ
ゝ
ぎ
て
む

あ
つ
き
血
潮
を
胸
に
も
つ

同
じ
心
の
千
余
人

朝
は
澄
め
る
天
空
の

ひ
ろ
き
を
仰
ぐ
溝
け
さ
に

世
界
の
心
豊
か
に
酌
ま
む

光
を
目
ざ
す
若
き
胸

あ
あ

千
余
の
わ
れ
ら
理
想
に
燃
ゆ
る

代
々
木
の
森
は
年
ご
と
に

緑
の
色
も
い
や
増
し
て

若
き
生
命
ぞ
ま
た
立
ち
返
る

希
望
は
常
に
新
し
く

あ
あ

千
余
の
わ
れ
ら
力
に
満
つ
る

黎
明
の
雲
を
破
り

ざ
し
い
づ
る
日
の
ご
と

明
け
し
生
気
み
て
り

我
等
六
中
健
児

い
ざ
燃
え
よ
朝
日
の
ご
と

母
校
の
光
世
に
あ
ら
は
せ

興
国
の
鐘
は
響
け
り

興
国
の
旗
あ
が
れ
り

文
化
の
流
れ
西
東

新
た
に
結
ぶ
日
本
の

若
き
世
代
は
わ
れ
ら
の
肩
に

正
義
と
愛
の
大
道
を

あ
あ

千
余
の
わ
れ
ら
雄
々
し
く
往
か
む

湧
き
出
る
若
き
力

揺
る
が
ぬ
意
思
も
て

奮
闘
と
努
力
や
ま
ず

我
等
六
中
健
児

い
ざ
進
め
撲
ま
ず
往
け

校
旗
を
四
方
に
輝
か
せ
よ

興
国
の
鐘
は
響
け
り

興
国
の
旗
あ
が
れ
り



睡蓮嬰翼塾睦寒童翼型饉寒重要塾薩ミ豊琴翼塾閻
東
京
校
歌
振
興
会

実
行
委
員
会
運
営
組
織

○
は
部
門
責
任
者
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監会友
顧名

蛍雪

// 云//

間長 事長員

杉
本

安
弘

山
本

剛

小
林

周
一

宇
津
木
卯
太
郎

奈
須
野
稔
久

田
野
倉
幸
男

立戸立 第文

川山川 業京

実
行
委
員
長

清
澤

副
実
行
委
局
長
板
谷

松
用

健
一
(
塁
田
川
)

方
彦
(
石
神
井
)

健
(
豊
多
摩
)

【
各
校
幹
事
】

(
○
印

各
校
代
表
者
)

広 経 総

報 理務

立
川
高
校

両
国
高
校

戸
山
高
校

新
宿
高
校

墨
田
川
高
校

小
山
台
高
校

西
高
校

江
北
高
校

千
歳
高
校

豊
多
摩
高
校

石
神
井
高
校

九
段
中
等
教
育
学
校

文
京
高
校

第
一
商
業
高
校

第
三
商
業
高
校

武
蔵
丘
高
校

小
松
川
高
校

竹
早
高
校

白
鴎
高
校

足
立
西
高
校

○
尾
崎

成
孝

○
飯
島
眞
樹
子

○
高
岩

義
信

○
鈴
木

仁
志

○
清
澤

健
一

〇
中
城

闘
志

○
小
林

泉

○
牧
野

晃
久

○
木
名
瀬
伸
博

○
松
田

健

○
板
谷

方
彦

○
吉
田

史
明

○
永
山

加
秀

○
福
崎

達
哉

○
杉
本

光
男

○
石
川

憲
一

〇
愛
山

雄
三

〇
松
丸

直
樹

○
関
谷
真
理
子

○
植
村
奈
津
代

野
口

小
出

根
岸

田
中

鈴
木

松
村

明
子

一
成

克
明走

憲
康

幸
生

吉
田

順
一

若
菜
一
仁

笹得
川 田

重態

丸
山

明
彦

松
村

英
寿

和
気

智
子

矢
島

照
久

木
村

好
一

高
田

明
夫

大
野

透

瀧
澤
由
美
子

岩
瀬

和
子

北
村

輝
男

高
橋

信
哉

古
山
浩
之
助

石
井
さ
か
え

高
田
ま
さ
江

田
中

茂

加
藤

武
彦

永
井

準

松
岡

裕
美

嶋
崎

公
明

前
澤

新

箭
内

払

長
島

三
枝

荒
井

快
夫

富
澤

悪
天

二
川

廣
志

三
浦

康
一
一

平
林

敏
宏

友
香
美
津
子

東
島

粋
生

高
峰

正
雄

〃〃

出

版

企
画
運
営

〃

○
松
田

健
(
豊
多
摩
)

○
小
田
一
成
(
両

国
)

○
板
谷

方
彦
(
石
神
井
)

古
山
浩
之
助
(
竹

早
)

中
城

剛
志
(
小
山
台
)

関
谷
真
理
子
(
白

暁
)

○
清
澤

健
一
(
塁
田
川
)

○
中
城

剛
志
(
小
山
台
)

古
山
浩
之
助
(
竹

早
)

場

内
○

吉
田

史
明

嶋
崎

公
明

瀧
澤
由
美
子

得
田

保
雄

松
村

幸
生

加
藤

武
彦

愛
山

雄
三

(
九

段
)

(
豊
多
摩
)

(
第
一
商
業
)

(
立

川
)

(
小
山
台
)

(

西

)

(
小
松
川
)

舞
台
・
進
行

○
木
名
瀬
伸
博
(
千

歳
)

◆
当
日
担
当

全
体
統
括

受

付

一
準
備
・
撤
収
一

入
場
案
内

〃〃〃〃〃

○
清
澤

健
一
(
塁
田
川
)

○
杉
本

光
男
(
第
三
商
業
)

実
行
委
員
&
幹
事
全
員

○
永
山

加
秀
(
文

京
)

小
林

泉
(

西

)

石
川

憲
一

飯
島
眞
樹
子

高
峰

正
雄

関
谷
首
璽
子

尾
崎

成
孝

(
武
蔵
丘
)

(
両

国
)

(
白

鴎
)

(
白

鴎
)

(
立

川
)

鈴
木

敬
紀

高
田

明
夫

友
寄
美
津
子

鈴
木

仁
志

高
田
ま
さ
江

松
村

英
司

木
村

好
一

岩
瀬

英
子

笹
川

孝
一

(
白

鴎
)

(
九

段
)

(
小
石
川
)

(
新

宿
)

(
塁
田
川
)

(
江

北
)

(
石
神
井
)

(
竹

早
)

(
両

国
)

総
合
相
談

○
中
城

剛
志
(
小
山
台
)

方
彦
(
石
神
井
)

健
(
豊
多
摩
)

司

会

○
佐
藤
美
妙
子
(
竹

早
)

大
森

美
樹
(
竹

早
)

医 語

務 録

○ ○

柴島

隆
(
両

国
)

淳
子
(
小
石
川
)



学校所在地一覧

都立立川高等学校

都立両国高等学校

都立戸山高等学校

都立新宿高等学校

都立墨田川高等学校

都立小山台高等学校

都立西高等学校

都立江北高等学校

轄吉鶉麗轄立芦花高校,

都立豊多摩高等学校

都立石神井高等学校

千代田区立九段中等教育学校

都立文京高等学校

都立第一両業高等学校

都立第三商業高等学校

都立小松I I i高等学校

都立武蔵丘高等学校

都立竹早高等学校

都立白鴎高等学校

都立足立西高等学校

立川市錦町2-13-与

墨田区江東橋1-7-14

新宿区戸山3-19-1

新宿区内藤町11-4

墨田区東向島3-34-14

品川区小山3-3-32

杉並区宮前4-之1-32

足立区西綾瀬4- 14-30

世田谷区粕谷3-8-1

杉並区成田西2-6-18

練馬区関町北4-32-48

千代田区九段北之-2-1

豊島区西巣鴨1-1-与

渋谷区鉢山町8-1

江東区越中島3-3-1

江戸川区平井1-27-10

中野区上鷺宮2 -14-1

文京区小石Iii 4-2-1

台東区元浅草1-6-22

足立区江北与-7-1

042-与24-819与

03-3631-181与

03-3202-4301

03-33与4-7411

03-3611-212与

03-3714-81与与

03-3333-7771

03-3880-341 1

03-与31与-3322

03-3393-1331

03-39之9-0831

03-3263-7190

03-3910-8231

03-3463-2606

03-3641-0380

03-368与-1010

03-3999-9308

03-381 1-6961

03-3843-与678

03-3898-7020

042-与27-9906

03-3846-6682

03-3204- 104与

03-3之2与-4402

0す361之-6123

03-3714-8163

03-3247- 1340

03-3880-67与与

03-3398-3746

03-与991-0747

03-3288-3499

03-391与-9886

03-3463-20与0

03-3641-0879

03-3636-1073

03-3926-9012

03づ81l-3565

03-3841-692与

03-3898-3690

立川

錦糸町

高田馬場・西早稲田

新宿・新宿三丁目

東向島・京成曳舟

武蔵小山

久我山

綾瀬・青井・五反野

千歳鳥山

浜田山

武蔵関

九段下・飯田橋

大塚・巣鴨新田

代官山

門前仲町・越中島

平井

鷺ノ宮・富士見台

後楽園・著荷谷・春日

上野i新御徒町i稲荷町

西新撒・舎人ライナー舶撤

同窓会所在地一覧

都立立川高等学校

都立両国高等学校

都立戸山高等学校

都立新宿高等学校

都立墨田川高等学校

都立小山台高等学校

都立西高等学校

都立江北高等学校

都立千歳高等学校

都立畳多摩高等学校

都立石神井高等学校

千代田区立九段中等教育学校

都立文京高等学校

都立第一高菜高等学校

都立第三商業高等学校

都立小松川恵等学校

都立武蔵丘高等学校

都立竹早馬等学校

都立白醍高等学校

都立足立西高等学校

一般社団法人紫芳会

淡交会

峨北会

朝田同窓会

垂水会

菊接会

都立西高等学校同窓会

江北会

誠之全

室多摩同窓会

都立石神井高等学校同窓会

菊枝会

都立文京高等学校同窓会

一雨鉢山会

都立第三商業高等学校同窓会

小松川高等学校同窓会

武蔵丘同窓会(無窮会)

望会

一般社団法人輔友会

続水会

学校に同し

ま解義雛局私書箱之O2与

学校に同じ

蔀載紘4_1…仙台鈍内

灘甚観。-之1-之3西高全納

龍巻鶴丘,-,6_5玉暇気付

尉鷲菊野区上高田1‾14-7

学校に同じ

舞諾え萱籠管町之9‾3与

謡諜薬-7づ

学板に同じ

学校に同じ

学校に同じ

学校に同じ

足立区江北之-3e-1

04!-5ZZ-9061

03・5000・8472

0ナ3202-3349

03・5368-8366

042-与22-9065

03-5600-8473

03臆3】02-3740

03-5368・8366

学校に伝言、または郵便

03・与72与・7828

03-3247葛076与

090-801 1-9131

03葛3420-4478

03-つつ19臆11Z3

03-3263-之448

03-5725-7828

03-3941 -5241

03-3398・3746

03-3319-1123

03-3263-1033

学校に伝言、または郵便

03-64与5-3731

0ナ3643-3392

03-3684・56与0

0う-39Z6-6834

03-3844-4284

090・9823・0与88

03-6455-3723

03-36之3臆1859

03-3683-2606

03-う926-6834

03-384年4284

Sh ihokai @sk9.so- net. ne.J P

tankouO2@bzO4. plala.o「.jp

johoku@toYamaOb・ O「g

jchouyou@estate.ocn.ne,jp

nanakou @bokusu lk∂上jp

面fo_kikuoh-kai@freeml.∞m

lnfo@川sh主doso.〕P

S個簡@k°hokukai.jp

而o@chitose-Seishi ka l.j p

jimu@toYO輪m∂ iO喝

Shakuj血IZUna @g ma= ・COm

蹄0@kikuYuka主COm
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杉並公会堂案内図

3階 観客席入口 

2階 
大ホール、観客席入口、 

各校受付、舞台入口 

l階 入口、スタジオA 

地下l階 スタジオC、スタジオD 

地下2階 小ホール、クランサロン 

*-般"各校の受付は2階ホールです。

*り八〇サル室は各校指定されています。

*荷物は各校各自で保管してください。

*大ホール座席は学校別に指定しています。

*多くの学校の校歌を聞いてください。

舞台直前待機場所

舞台入口(待機場所)

第32回 プログラム 編集後記

今回足立西高校同窓会がホームぺ葛ジをみて参加したいと連絡があり、今年の参加に

間に合い19校になりました。昭和49年から生徒を迎えた学校です。都内には公立高校

186校、私立高校240校あるそうです。 1割に満たない19校の学校しか校歌祭に参加

していないと思うと、さらなる宣伝の強化が必要です。各校一ぺ-ジの記事も有意義に

使って参加校が増えることに繋がることに期待します。今回昨年より4ぺ-ジ増やした

分、東京校歌祭の20年から関連の記事を載せました。 (清澤健一)

第32回東京校歌祭プログラム

編集・表紙デザイン:清澤健-(墨田川)

協力嶋林真奈美(堂多摩)

発行人:東京校歌振興会

〒168-0082 杉並区久我山4-「2-「0

i

: 32回も医務担当します。
i

:

鈴木淳子(小石Iii〉
i

i

i

ヽ
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第32回東京校歌祭プログラム
令和6年1〇月27日(日)杉並公会堂 大ホール

開会式12:20

校歌披露12:30

◆各校入場
◆会長挨拶 杉本安弘(東京校歌振興会 会長)

◆開会宣言 清澤健- (東京校歌祭 実行委員長)

*出演時間は、ずれが生じる場合がありますので、ご了承ください。

出演順 喜喜遣獲物」喜喜 出演校名 薩S喜喜喜"茎 

① 「2:30 都立小山台高等学校 
人中校歌・StandAione・小山台高校校歌 
・文イヒ祭寄見目歌 

② 「2:40 都立西高等学校 西高校校歌・学友歌 

③ 「2:50 都立第三両業高等学校 校歌・応援歌 

④ 「3:00 都立石神井高等学校 石神井高校校歌・十四中校歌・石神井応援歌 

⑤ 13:10 都立竹早高等学校 
府立第二高等女学校校歌・都立竹早高等学校校歌 
・若い広ま易 

⑥ 13:20 都立両国高等学校 校歌"卒業式の歌・早春賦 

⑦ 13:30 都立千歳高等学校 健児の歌・都立千歳高等学校校歌・さいさい秋みつけた 

⑧ 13:40 都立小松川高等学校 府立第七高等女学校校歌・都立小松川高等学校校歌 

⑨ 13:50 都立足立西高等学校 足立西南横板軟 質をください 

14:○○ 休憩 来賓挨拶・祝電披露 

⑲ 14:10 都立文京高等学校 三中校歌・文京高校校歌・生徒歌 

⑪ 14:20 都立新宿高等学校 六中校歌・新宿高校校歌・健児の歌 

⑫ 「4:30 都立武蔵丘高等学校 
武蔵丘高校校歌・武蔵中撃校校歌 
・巽をください 

⑬ 「4:40 都立墨田Iii高等学校 七高応援歌・花・墨田川(七中)校歌 

⑭ 「4:50 都立江北高等学校 江北高校校歌・明日があるさ(替え歌) 

⑯ 「5:00 都立豊多摩高等学校 校歌・豊多摩の健児我等 

⑲ 15:10 都立白鴎高等学校 府立第一百等女撃佼校歌・都立白鴎高等学校校歌 
・自説応援歌 

⑰ 15:20 都立第一商業高等学校 都立第一商業高等学校校歌・〇両学生歌「ああ-商」 

⑬ 15:30 都立立川高等学校 都立立川高校校歌(府立二中校歌) 
・都立立川高校(府立二中)第二校歌 

⑲ 15:40 千代田区立九段中等教育学校 校歌・至大荘歌・至大荘と共に 

閉会式「5:50 ◆全員合唱「仰げば尊し」
◆閉会の辞 松田健(東京校歌宗則実行委員長)

◆司会者 佐藤美紗子 大森美樹

主催 東京校歌振興会 後援 東京都 杉並区教育委員会

3「回閉会式(ブラスバンド小山台)

)海国(第邦画)も猟楽し軸にI

令抑7年I〇日2〇日(日)

杉並公会堂 奪車での来場はご遠慮ください

会場案内図


